






































































10代～20代 30代 40代 50代 60代以上 計
男性 82 135 181 132 34 564
女性 102 70 102 50 11 335
計 184 205 283 182 45 899














10代～20代 0 0 2 174 0 1 6 1 184
30代 1 0 3 196 0 0 2 1 203
40代 1 0 5 266 1 0 6 3 282
50代 2 1 2 167 0 0 5 2 179
60代以上 0 0 0 34 0 0 5 5 44
計 4 1 12 837 1 1 24 12 892
　












男性 4 1 5 543 0 0 6 4 563
女性 0 0 7 295 1 1 18 8 330
計 4 1 12 838 1 1 24 12 893
表 5 は，被調査者の年代と学歴である。年代に関わらず全体で557名は 4 年制大学卒
である。次いで166名は高等学校卒である。表 3 ，表 4 で前述したとおり，被調査者の
ほとんどは公務員なので，学歴は 4 年制大学，高等学校，専門学校，短期大学の順に多
い。役場では正規，非正規に関わらず採用する基準の一つとして学歴も関係しているた








高等学校 専門学校 短期大学 4 年制大学 大学院 その他 計
10代～20代 24 16 3 130 9 1 183
30代 11 13 8 167 6 0 205
40代 66 31 30 141 13 0 281
50代 46 19 13 100 1 0 179
60代以上 19 4 2 19 1 0 45




高等学校 専門学校 短期大学 4 年制大学 大学院 その他 計
男性 112 44 7 376 23 0 562
女性 54 39 50 181 7 1 332




県北地域 県央地域 鹿行地域 県南地域 県西地域 その他 計
10代～20代 56 29 20 13 61 5 184
30代 52 39 12 16 73 10 202
40代 101 41 27 15 91 5 280
50代 63 21 16 2 74 1 177
60代以上 10 3 10 0 20 1 44
計 282 133 85 46 319 22 887











県北地域 県央地域 鹿行地域 県南地域 県西地域 その他 計
10代～20代 53 22 18 7 59 14 173
30代 51 29 14 6 74 12 186
40代 94 37 24 7 85 20 267
50代 64 16 14 0 67 10 171
60代以上 11 3 9 0 17 1 41




いない 親 兄弟姉妹 祖父母 親戚 友人 配偶者 子ども 孫 その他 計
10代～20代 21 123 61 45 0 0 39 16 0 1 306
30代 16 83 22 15 0 2 120 89 0 2 349
40代 6 100 9 10 1 0 228 220 0 3 577
50代 2 80 5 1 0 0 159 131 1 0 379
60代以上 1 16 2 2 0 0 38 22 2 0 83
計 46 402 99 73 1 2 584 478 3 6 1694
 表 9 は，年代と家族構成である。
若年層（10代～20代）は，親と同居していることが多く，また祖父母との同居も多い。
30代から50代にかけ，いわゆる子育て世代では配偶者と子どもと同居している人が多い。








































好ましい 何とも思わない 嫌い わからない
図 は、年代と方言への気持ちについてである 注 。 代から
代では ％ほどが「好ましい」という回答を示しているが、 代以上に
なると「好ましい」という回答は増える。特に 代から 代の若年層
の親世代以上 代 になるとその回答は若年層の 倍以上となっている。
また、 代から 代は、茨城方言を「嫌い」という回答にあまり差
はない どの年代も ％ほど だが、 代以上は若干割合が高い ％）。





































































好ましい 何とも思わない 嫌い わからない
図 は、年代と方言への気持ちについてである 注 。 代から
代では ％ほどが「好ましい」という回答を示しているが、 代以上に
なると「好ましい」という回答は増える。特に 代から 代の若年層
の親世代以上 代 になるとその回答は若年層の 倍以上となっている。
また、 代から 代は、茨城方言を「嫌い」という回答にあまり差
はない どの年代も ％ほど だが、 代以上は若干割合が高い ％）。













































将来まで残したい 何も思わない 将来、なくなってもよい わからない
「将来まで残したい」という回答は、 代から 代 ％ 、 代





















回答に性差はみられなかった。ただ，この図 4 では図 2 とは対照的に女性よりも男性の



























になるので進んでは使わない 悪い点 。⇒□良い点と悪い点がある 。
以下、実際の回答を示す。
表 方言についての思い出や考え














□ 親しみのある言葉なので、なくなってしまうのはさみしいと思います（常総市・女性 36歳） 
□ プラスにもマイナスにも思わないがなくなってしまってはもったいない気がします。(常陸太田市・31歳女性） 
□ 良い意味でも悪い意味でも、後世に残すべきである（常総市・男性 49歳） 




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































市町村役場 男性 女性 計
県北地域
日立市 16 6 22
東海村 0 5 5
ひたちなか市 6 9 15
那珂市 4 1 5
常陸太田市 163 57 220
常陸大宮市 7 3 10
県央地域
水戸市 52 41 93
小美玉市 5 10 15
笠間市 15 14 29
城里町 7 5 12
鹿行地域
鉾田市 0 1 1
神栖市 32 20 52
潮来市 4 6 10
行方市 21 9 30
県西地域
結城市 6 4 10
古河市 41 42 83
八千代町 15 9 24
下妻市 13 7 20
五霞町 7 3 10
境町 25 18 43
坂東市 9 1 10
常総市 116 65 181




　 県北地域 県央地域 鹿行地域 県西地域 計
10～20代 54 34 22 74 184
30代 44 51 13 97 205
40代 102 42 30 109 283
50代 67 19 17 79 182
60代以上 10 3 11 21 45
計 277 149 93 380 899
　　　被調査者の性別と県内地域（市町村役場）の内訳（ｎ＝900）
　 県北地域 県央地域 鹿行地域 県西地域 計
男性 196 79 57 232 564
女性 81 70 36 149 336
計 277 149 93 381 900
（注 5 ）グラフは実数を示す。
（注 6 ）「イバラキング」としても有名な青木（2004）（2011）の著書［ 5 ］［ 6 ］や，北関東を扱った
ものでは，魔夜（2015）『翔んで埼玉』［ 7 ］や井田（2014）『お前はまだグンマを知らない』［ 8 ］
などローカルな言葉や文化を面白おかしく取り扱った書籍がSNSなどから話題となり，映
画化やドラマ化され，親しまれている。
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